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治療の位置づけ．第 13 回日本肝がん分子標的治療研究会；2016 Jan 16；東京． 
11) 北島 勲．凝固線溶系に関する最近の話題．第 28 回 Education Seminar in Cardiology，日本医師会生涯教育；2016 Jan 
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シンポジウム；2016 Feb 20；東京． 
14) 岡部素典，吉田淑子，坂本純子，北島 勲，小池千加，齋藤 滋，二階堂敏雄．ハイパードライヒト乾燥羊膜の芽
胞菌に対する殺菌効果：抗生物質との比較．第 15 回日本再生医療学会総会；2016 Mar；大阪． 
15) 北島 勲．血管病変の未病状態を診断する血管内皮機能検査法の開発．平成 27 年度学長裁量経費共同研究報告会；
2016 May 3；富山． 
16) 富山隆介，野手良剛，北島 勲．新規プロテイン S 測定試薬によるプロテイン S 比活性の臨床的有用性の検討．第
55 回日本臨床検査医学会東海・北陸支部総会・第 332 回日本臨床化学会東海・北陸支部例会；2016 Mar 6；浜松． 
17) 内山賢子，山岸奈々，塩崎真弓，小澤綾佳，市田蕗子，松尾辰朗，芳村直樹，北島 勲．胎児期より心エコー追跡
により早期治療が実施できた右房内血管腫の一例．第 55 回日本臨床検査医学会東海北陸支部総会・第 332 回日本臨
床化学会東海北陸支部例会連合大会；2016 Mar 6；浜松． 
18) 北島 勲．直接トロンビン阻害薬の可能性を探る．プラザキサスペシャルインタビュー；2016 Mar 7．
http://prazaxa.jp/sp_interview. 
19) 北島 勲．血栓止血学からみたトロンビン阻害薬の有用性．第 4 回 Stroke Expert Meeting in 千葉；2016 Mar 10；千
葉． 
20) 塩原康司，島 京子，安村 敏．富山県における自己血輸血の現状について－貯血式自己血輸血を中心に－．第 29
回自己血輸血学会学術総会；2016 Mar 11-12；札幌． 
21) 島 京子，安村 敏，山本由加里，内山恵美．当院における同種血輸血と自己血輸血の有害事象発生状況について．
第 29 回自己血輸血学会学術総会；2016 Mar 11-12；札幌． 
22) 安村 敏．手術患者のための適正で安全な自己血輸血に向けて．総会長シンポジウム．第 29 回自己血輸血学会学術
総会；2016 Mar 11-12；札幌． 
23) 田尻和人，河合健吾，峯村正実，安村 敏，高原照美，杉山敏郎．BCLC-B, C 期進行肝細胞癌の Sorafenib を中心と
した治療戦略．第 102 回日本消化器病学会総会；2016 Apr 20；東京． 
24) 安村 敏，島 京子．適正で安全な自己血輸血に向けて．シンポジウム 13．第 64 回日本輸血・細胞治療学会総会；
2016 Apr 28-30；京都． 
25) 安村 敏．適正で安全な自己血輸血に向けて．共催セミナー14．第 64 回日本輸血・細胞治療学会総会；2016 Apr 28-30；
京都． 
26) 道野淳子，安村 敏，冨山隆介，中出祥代，佐竹伊津子，島 京子，在田幸太郎，和田暁法，村上 純，北島 勲．
ABO 血液亜型における遺伝子解析の実績と有用性について．第 64 回日本輸血・細胞治療学会総会；2016 Apr 28-30；
京都． 
27) 佐竹伊津子，安村 敏，冨山隆介，中出祥代，道野淳子，島 京子，在田幸太郎，和田暁法，村上 純，北島 勲.
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術後に特発性血小板減少性紫斑病（ITP）を発症した 1 症例．第 64 回日本輸血・細胞治療学会総会；2016 Apr 28-30；
京都． 
28) 塩原康司，彼谷裕康，安村 敏，島 京子，道野淳子，横川 博．北陸 3 県における自己血輸血の現状と課題につ
いて．第 64 回日本輸血・細胞治療学会総会；2016 Apr 28-30；京都． 
29) 峯村正実，田尻和人，河合健吾，高木宏明，安村 敏，高原照美，杉山敏郎．マクロファージと細菌の相互作用の
検討．第 52 回日本肝臓学会総会；2016 May 19-20；千葉． 
30) 田尻和人，二日市有花，河合健吾，峯村正実，杉山敏郎．末梢血中の免疫細胞と肝細胞癌の予後との関係について
の検討．第 52 回日本肝臓学会総会；2016 May 19-20；千葉． 
31) 北島 勲．経口抗凝固薬 DOAC の薬理作用と臨床検査．長崎 Roche seminar；2016 Jun 3；長崎． 
32) 北島 勲．NOAC/DOAC の薬理作用と血液凝固検査．佐賀県血液凝固検査セミナー．日医奨学教育制度認定講座；
2016 Jun 24；佐賀． 
33) 北島 勲．凝血学的視点からの DVT の病態．抗凝固薬の適正使用を考える会；2016 Jun 22；富山． 
34) 北島 勲．血栓止血学からみたトロンビン阻害薬有用性．STROKE Meeting 2016；2016 Jul 1；名古屋． 
35) 田尻和人，河合健吾，峯村正実，高原照美，安村 敏，杉山敏郎．ミリプラチンを用いた進行肝細胞癌に対する肝
動注化学療法の成績．第 52 回日本肝癌研究会；2016 Jul 1-2；東京． 
36) 三原 弘，石木 学，廣川慎一郎，関根道和，北島 勲．富山大学医学教育センターにおける教育支援．ICT の活
用の取り組み．第 48 回日本医学教育学会大会；2016 Jul 29；大阪． 
37) 関口敬文，森田美香，坂本純子，野手良剛，北島 勲．微生物検査における質量分析装置 MADI-TOF-MS 導入にい
る有用性の検討．第 27 回日本臨床化学会東海北陸支部総会，第 35 回日本臨床検査学会東海北陸支部例会連合大会；
2016 Jul 30；金沢． 
38) 富山隆介，野手良剛，北島 勲. プロテイン S 比活性と D ダイマー値の関連性についての検討．第 27 回日本臨床化
学会東海・北陸支部総会，第 35 回日本臨床検査医学会東海・北陸支部例会；2016 Jul 30；金沢． 
39) 富山隆介，野手良剛，北島 勲．新規プロテイン S 測定法によるプロテイン S 比活性の臨床的有用性の検討. 第 63
回日本臨床検査医学会学術集会；2016 Sep 1-4；神戸． 
40) 吉田隼太，上野由美，森田美香，片沼晶子，谷みね子，細谷孝子，桑原卓美，野手良剛，釣 裕之，西田直徳，中
坪久代，野村恵子，北島 勲．破砕赤血球を伴った巨赤芽球貧血の 1 例．第 41 回北陸臨床病理集談会；2016 Sep 10；
福井． 
41) 上野智浩，富山隆介，野手良剛，仁井見英樹，北島 勲．遺伝子検査の重要性が確認されたプロテイン S 徳島の 2
症例．第 41 回北陸臨床病理集談会；2016 Sep 10；福井． 
42) 北島 勲．直接経口抗凝固薬（DOACs）の薬理作用と凝固検査への影響．第 6 回血液検査機器技術セミナー；2016 
Sep 22；横浜． 
43) 田尻和人，河合健吾，峯村正実，安村 敏，高原照美，杉山敏郎．進行肝細胞癌治療におけるネクサバールとその
併用／後治療の意義．JDDW 2016 KOBE；2016 Nov 3-6；神戸． 
44) 河合健吾，田尻和人，三輪重治，峯村正実，安村 敏，高原照美，塚田一博，井村穣二，杉山敏郎．当院における
非 B 非 C 型肝細胞癌および NASH 背景と考えられた肝細胞癌症例の検討．JDDW 2016 KOBE；2016 Nov 3-6；神戸． 
45) 冨田章代，島 京子，山田智恵美，吉田志布，石黒ひろみ，河内芳美，宮田裕実子，彼谷裕康．富山県内の中・小
規模施設を対象とした 輸血に関するアンケート調査について．第 34 回日本輸血・細胞治療学会北陸支部例会；2016 
Nov 12；金沢． 
46) 山本富夫，道野淳子，富山隆介．カラム凝集法と試験管法で反応強度に差が見られた 2 症例．第 34 回日本輸血・細
胞治療学会北陸支部例会；2016 Nov 12；金沢． 
47) 富山隆介，安村 敏，中出祥代，佐竹伊津子，道野淳子，島 京子，北島 勲．治療抵抗性であった小児温式自己
免疲性溶血性貧血（AIHA）の 1 例．第 34 回日本輸血・細胞治療学会北陸支部例会；2016 Nov 12；金沢． 
48) 道野淳子，安村 敏，富山隆介，中出祥代，佐竹伊津子，島 京子，北島 勲．HLA 抗体による NAIT と考えられ
た 1 症例．第 34 回日本輸血・細胞治療学会北陸支部例会；2016 Nov 12；金沢． 
49) 北島 勲．トロンビンを巡る DOAC の薬理作用と血液凝固検査の最近の話題．新潟県凝固線溶研究会；2016 Nov 19；
新潟． 
50) 北島 勲．血液凝固検査 UPDATE．平成 28 年日本衛星検査技師会中四国医学検査学会；2016 Nov 26；高知． 
51) 上野智浩，富山隆介，仁井見英樹，北島 勲．CP2000 凝固分析装置を用いた比活性測定で検出されなかったプロテ
イン S 徳島と簡易遺伝子検査法構築の試み．第 56 回日本臨床化学会 年次学術集会；2016 Dec 2-4；熊本． 
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52) 謂原 博，廣田晃一，三原雅一，北島 勲，山下 峰，野村文夫，西本 基，橋詰直孝，戸谷誠之．自動分析機に
よる血清 25-ヒドロキシビタミン D 測定値の標準化．SRM972a を校正に用いた測定．第 56 回日本臨床化学年次学術
集会；2016 Dec 2；熊本． 
53) 上野智浩，冨山隆介，仁井見英樹，北島 勲．比活性測定で検出されなかったプロテイン S 徳島と簡易遺伝子検査
法構築の試み．第 56 回日本臨床化学年次学術集会；2016 Dec 2；熊本． 
54) 仁井見英樹．敗血症起炎菌迅速同定法（Tm mapping 法）の開発．第 56 回日本臨床化学年次学術集会学術賞受賞講
演；2016 Dec 3；熊本． 
55) 北島 勲．血栓止血学からみたトロンビン阻害薬の有用性．上越 Network Meeting；2016 Dec 7；上越． 
56) 富山隆介．輸血に関する外部評価を受審して．平成 28 年度日臨技中部圏支部医学検査学会（パネルディスカッショ
ン）；2016 Dec 12；金沢． 
57) 北島 勲．ダビガトラン中和剤の効果と検証．ダビガトラン血液学アドバイザーボード会議；2016 Dec 17；東京． 
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1)  Niimi H, Kitajima I. PCR primer set for bacterial DNA amplification, kit for detecting and/or identifying bacterial species, and 
methpd for detecting and/or identifying bacterial species. Application No.14853073.6-1404.PCT/JP2014076864. 2016 Nov 5. 
(European patent) 
2)  北島  勲．新任のご挨拶．富山大学医学部後援会会報．2016；49：2． 
3)  北島  勲．地域医療支援学講座閉講にあたって：軌跡とその功績．平成 27 年度富山大学医学薬学研究部（医学）地
域医療支援学講座活動報告書．2016：3． 
4)  北島  勲．von Willebrand 因子抗体症例の調査と実験の実施．厚生労働科学研究補助金難治性疾患等政策研究事業．
自己免疫性出血性症治療の「均てん化」のための実態調査と「総合的」診療指針の作成に関する研究 平成 27 年度
研究報告書．2016：35-6． 
5)  北島  勲．医学長就任のご挨拶．富山大学医学部同窓会会報．2016；25：4-5． 
6)  小林洋一，北島 勲，江頭正人，堀中繁夫．超高齢化社会を迎えたわが国に適した抗凝固療法．Medical Tribune．2016；
49(11)：8-9． 
7)  北島  勲．医療のグローバル化に対応した検査情報共有化と共用基準範囲．臨床検査精度管理調査報告書．2016；28：
1． 
8)  安村 敏．科学的根拠に基づいたアルブミン製剤の使用ガイドライン．新潟県輸血研究会会報．2016 Dec；29(1)：33-56． 
9)  安村 敏．患者中心の輸血医療（PBM）と自己血輸血．第 70 回日本自己血輸血学会教育セミナー；2016 Feb 6；福
井． 
10)  安村 敏．アルブミンの適正使用と自己血輸血．高岡市民病院輸血研修会；2016 Feb 10；高岡． 
11)  安村 敏．アルブミン治療のエビデンスと新使用ガイドラインについて．平成 27 年度北海道合同輸血療法研修会； 
2016 Feb 13；札幌． 
12)  安村 敏．アルブミンのガイドラインについて．岡山県病院薬剤師学術講演会；2016 Feb 26；岡山． 
13)  安村 敏．科学的根拠に基づいたアルブミン製剤の使用ガイドライン．新潟県輸血フォーラム 2016；2016 Feb 27；
新潟． 
14)  安村 敏．輸血医療．済生会富山病院輸血療法研修会；2016 Mar 22；富山． 
15)  安村 敏．輸血療法の考え方と内科の輸血．第 16 回学会認定・自己血輸血看護師制度 合同研修会；2016 Mar 10；
札幌． 
16)  安村 敏．当科における DAA の使用経験．肝炎フォーラム；2016 Apr 14；富山． 
17)  安村 敏．アルブミン使用のエビデンスとガイドラインについて．第 5 回福井県周術期体液管理研究会；2016 Jul 30；
福井． 
18)  安村 敏．科学的根拠に基づいたアルブミン製剤の使用法．第三内科 Up to Date セミナー；2016 Sep 14；富山． 
19)  安村 敏．ウイルス性肝炎 最近の話題．富山の会；2016 Oct 10；上越． 
20)  安村 敏．輸血療法の考え方と内科の輸血．第 17 回学会認定・自己血輸血看護師制度 合同研修会；2016 Oct 15；
東京． 
21)  安村 敏．アルブミン使用のエビデンスとガイドラインについて．第 1 回周術期の輸液・栄養管理に関する 3 領域
合同検討会；2016 Nov 13；東京． 
22)  安村 敏．アルブミン使用のエビデンスとガイドラインについて．第 27 回秋田臨床輸血研究会；2016 Dec 3；秋田． 
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